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-新しい高岡者福祉ザ ピス

新しい膚厳者街従"'7'ーどスを利用してくだd/，J
~介樋保 険制度の導入!こ伴う新 規事業として次の事業を 行ってい ま す ~

側、 血軽厚生活援助車製

2主渇g寝間買を自宅に派遣して介額保験の.問介霞サービス〔同
l! ~花蓮院ど}山肌固目上の軍助析し明.

ヲピヌ内問 外出時の付き探い食事食材0"保大現認定藩鞠
の徹也人代筆朗鍵健機管3・6附する勘えなど 砂対象 おおむ

附;l11-I."l醐醐闘で惜酬の要介制定が 『酎緩J
以上の人 惨派通園叡.ど '"聞に2iil撃で l嗣2時間まで ' 
E 岨一一 Ilfll!wP1(生活保護即時船

C~..涜笹田指遭昌i隔温富雄

笠通・R聖循海員登自宅に派遣C.B微生活 ζ対する?宮司 安鍾，
行いま，

円相 綱決札術内の輔ヨt創刊品の問柚
助詞&ど 砂対....t;j;むね".以上で 介被保険の，廃合 記長認定が

「非核当j相当の人 (製支担度以卜ーの判例"不可) 砂深温園.忽ど

l 聞に2園 l図2時間まで ・自負掴… l刊 2.101'1('l: i~保

議会船J需は免除!

Z軍艦膏掴M!ア ピ;{<V申1;1や汁'lIi相談J;J:
(玄牛涜管理帽温栢闇宿自車話器

軍曹!J<V在害ヲI"1I茸望台Yターへ
市では ..標高齢者与どのための介霞網阪や必璽忽ヲー

口岬制的どの酬を師自湘四センター!と

隻医していま..，際陸組高齢者.どの在宅介趨についで困っ

ている人降気砲に栂険しでください.

〈在宅介緩支媛センタ 覧〉

， I ・A凶~".. 

.'広的隼活習慣D欠如してし、るひとD・6し高
齢者忽どを 一時間と箆配闘し肘

ザーピス肉脅 ..ε人工作 ム伺奪躍などに翻附
してもらL 刊F.i~'守慣会どの術揚 物理を行う Eと
もに体調の綱隻を図る ・対11....Jjjjむね6~.J1上

の倹府 高齢世僻で介麓保検問野介額沼定が"格

制 j相当の人{割前震以同州叫可 ・利

用醐ー 1舟月に'"以内 ・配岨 I!lJIKlI'1 

也捕t晴 受給符"免幅約

(411-芋尊~;G.!;醤含蓮華争If~~~勺苗電池公温E鑑

在宅重たきり高齢者毒事どの康俊介益醤に髭お

むつ忽どを支噂しまず.

甜欄け開制 ーフラ J卜，イプ"蛸)

トプかソ，イプ叩リハピリ"ンツタイ

プ叫)振とい川 (240枚、のうt" ，，-rtl 
か 1刷 {必むつかレl伴内糊 砂珊

雀宅ω.以上で 介班傑険の.介n定が ro介重
度‘ ;jの市朗J問健闘』桝する人を介護し
ている繍 "自己負盟会L

とれまで高齢者向訓"に実施しできたホーム《レブ

ザーピスデイザーピヌ ショートステイ 島問入

浴ヲ ピス忽ど".介省保険回慮に昼づき利用して

くださし、

{申し込み 問い合わttl市役所高働者福祉限
または最寄りの在t介濠支後七J ターへe



-奈良文掌倣多まちのホプ

奈
良
文
学
散
歩

「

H
Hの
奈
良
」
網
野

"" 
-叉

u 
京i

よ
み
が
え
る
時
の
流
れ

c
p
a
ん
の
住
ん
で

l-る
近
〈
JP

作
窓
や
瞳
組
事
奪
が
包
ん
で
L
る
ご

と
U
う
れ
し
い
』
と
で
す

ま
ー

か
つ
て
住
ん
で
も
ー
と
い
う
事
実

‘

m
Lが
え
‘
も
の
Mr
・
-
"
ま

す

輔
仰
の
は
じ
め

μ

の
網
野
・
さ
ん
M
V
高
・
1
住
ん
で

い

aL
』
と

U
i
-
-
a
で
u
a
b
z
q

t
z
g
;
uと
ん
ど

傘
〈
'
e
q
τ
ー
‘
息
す
俊
K
U
必

-Ra--を
a
事
犠

L

じ
ぷ
ん
の
作

品
。
"
し
て
続
え
azAXげ
て
い

2

L
F
a
 

uaw--

F 

t
i
i一
人
の

喜
作
家
組
剛
志

E

B
2
吉
1
2

1
2
2
2し
て
い

ま
し
た
そ
し
て

ι置
さ

ん
は
網

"5ん
の
斗
と
を

「大
網
h

と
時
ぴ
亀
岡
さ

ん
の
よ
と
は
文
苧
ど
必
句

「I
小
‘
』
と
呼
ん
で

K
欄
告

し
て
も
た
よ
う
で
す

さ

て

「

KMmaea」

f
A
Z
E
Z
 

-一尽の

kn
へ
移
つ
で
か
ら
伺
隼
場

ぷ
"
で

e
m
e
aれ
企
こ
と
の
量

で
す
が
と
〈
に
彼
女
は
祭
自
民
公

闘
の
・

"
a
mみ
ご
&
を
仁

-a

Eめ
て

p
t
t
i

め

s
hリ・
慣
行
を
し
令
か

a
v
k
と

い
う

E
l
i
z

・2

聞
の

aの
花

U

忘
れ
る
ミ
と
の

で

tu---

網
野
4
3
ん
は

aw良
l
h
u
u
a
a

け
企
考
作
ん
で
い

a
L
t
eい

し
ょ
陪
高
・
l
a
m
る
鎗
L
a
-
-
n
R

U
W
M
氏
周
め
東
婚
10
住

ム

翌

年

凶

ホ
術
締
祉
の
両
・
1
0
m
'
a
q
f
と
得

議

6
1れ
て
も

1

1
4
2
2
E
t
 

i
古

Z
E
S
t

T
i
-
-
6
f
zの

で
す
が

E
Z
P的
5

4の
ほ
か

t
Z
2し
い
自

問
瓜
L

ー
か
ら

b
'
p・
4
と
が
多
か

Z
Aい
4

I
z
-
-
t
H
Z
 

t
J
“:
2に様
、

思

lb
入
れ
@
し
て
い
た
値
安
の
給

、
耐
の
う
九
Mr
仏
わ

勺
て
丞
て

お
き
よ
さ
同
時
代
金
思
い
出
さ
性
ま

す

t
k
え
ぽ

E
E
tい

で
繍
以
旭
ヘ

行
全

そ

こ

で

亀

4

・eeAVKと
か

-m火
野

e
a

リ
て

a舗
の

M
へ
行
勺

k
k
e

か
つ
て
作
ん
で
い
た

atr'eqか

し
み
A
g
M
V
ら
夢
い
て
い
る
必
が

H

に
市
か
ん
で
き

i

わ

ず

か

希

R
ら
ず
の
腐
で
す

が

織

女

t
と
勺
て
会
良
の
町
や

n
R
R上
は
母
混
忘
れ
る
」
と

が
舎
か
っ
た
と
lv
え
る
で
し

a
A
I

そ

の

趨

と

し

で

「

e
g」
と

も
う
小
品
の
ゆ
で
も
真
料
渇
肢

き
ん
や
・
4
H
見
本
ωm
f
さ

ん

と

・

6
T
3
2
F
2て

も
ら
っ

R
』
と
が
奮
か
れ
て
も
ま

す

』

う

し

た

作

品

川

嶋

-wm

h

活
断
定
と

L
て
ニ
れ
か
ら
‘
大

切
に

ιて
い

8
た
い
と
幽
S

S
て
い

ss
 

-

L

V

命
的
越
川
」

U
伺
開
帳
網
代

健
蝕
}

掴剛

-
大
安
寺
キ
ン
グ
オ
プ

フ
ア
イ
タ

l
ズ

E
f
t
-安

3
2

1
t量
本
総
括

L
i

で
飴
a
R
さ
れ
た
ト
ョ
，
ソ
ポ

l
島

AT
I
ム

で
す
圃
明
金
属
闘
は

十

人

俳

句
令
凶
ヰ

F
J
Tル
干
幡

町
康
子
置
で

i
i
t
z

k
a
へ
2
S
1
2
1酬

を
す
す
め
ま
L
た

f
3
1
2副
総

〈

古

ト
ヲ
ジ
ポ
l
t
w
乱
宮
崎
め
て
か
ら
『
夜
慢

姐
〈
な
〉
た
L

と
鋲
L

『
丸
披
た
九

e
F
i
j
lム
i
め

て
い

Z
い

』

と

目

a
J
i

l
l
s
R
iは

u

p

e

-

-

じ
て
t
w
l
t
w
や

!こ
k

J

K

術
‘

-且 d‘'

" 



-古今の"を町ねて東西南北

己主竺*を訪ねて
た駒"' 附物館めミり

ぐ空

奈良市写園美術館

両面 A勾晶晶画白血由記i刊・ L，日" ，や l分止 す.網 t縄入蜘
i st 2てム炉.入‘ lξ"す剣プ '0の n 江碕"

剛 田園町田位出hと品明}. q，' Q‘k ・.。 1tM ル >Aるの '1 !，写善処・のほ
l 碍ヨ濯鴨忌E補・・a依頼硝 ;あか玄カ・6てl;lS 1，.'、闘シ の氏恨め内凪 T
i・λ...""""・12....，!i'2Uiも 2 1，す，ι"日テジ イ園陸ト 開..る~..

小判墜1!XPl1l2制調血小押:手主②， ， 竪日量"，と修 ・円しおのを紀
怠臨酬叫・ E 冊冊 .げzれTETEた22tagI SIT2 
"'臨国且却臨調 1:!・，. 療のて・ 1倍ンで tE EZる奥 e・Eた
問ス」内包帰国，，，栴-~ ょ・..人‘帳、i ヲ"ギ伶か L ・内定中a'E
畦町下師、閉.也聞り . "で J江会ボまプ関守品に てで"の必文哲

朗 虫剤."， 可守"二jLP2Hta九 E1A.HU6円

務
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

a

・

aph-Rい

ん
a
n
n
w柏
駅
の
備
慢
は
聞
い
ま
ぜ
ん

r
tは
f
s住
府

民

包

Z
E
t
s
E

S体
組
合
一
内

E
R
g

。。ヘ
h
eの
E

f温
lす

-
レ
ク
リ
エ
シ
ヨ
ン
e

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
悠
A
b

市
青
少
守
漏
鋤
蝉
興
臨
会
が
膏

少
匁
情
働
4
興
味
の
ゐ
ゐ
中
，
、

K

1
5象
に
川
1
回
全
2
す

と
き

;;ivu午
後

1
崎

学

32
:
=
t草

胃
セ
ン

1

8町一

'g

iv
タ
リ
エ

1
シ
・

v
'
U
7
1
ム

1
1
i
;
 

1
5
E不
要

当

日
夜
絡
会

j
i
g

z
f
a
Eへ

-
白
星
写
ム
チ

'em醤
会

と
-Z7
6
n
7
M
M
M
剖

M

l

s

u

日
目
?

機
l
陶

?
i
j
s随時

・
と
ご
る

n

hn-R植
樹
澗
会
館

AaL思
身
町
県

a

・ 器
産
自

・自
費
占

・2
3
T
Eしま

昔

話

E
s
t電

1
2
U
S
E
i
 

l
-
!
 

'l-'ω
動
納
み
町

A
h

e
閑

l
一
O

Z

ヘ
l
伎

に

人

T
f
5
u
z

・
舗
矯
解
除
事
良
市
研
究
豊
宣

告

1
6即員
9
7

2
F1
i
;
 

1
A使
mm合
同
町
)

マ
内
国
@
単
念

Z
E
T
Sん:芝鴫

「
ヒ
コ
仏
型
分
併
合

'
聞
い
曾

Z
E
E
i
i
 

.

.
 -u
jh
l
o

一
へ

-
奈
良
チ
ャ
リ
テ
ィ

フ
リ
l
マ
ケ
叫
ツJ
ト

i
?
i，11
リ

1;i;，i，Z2
プ

Zがia
 

ti;
も

Eii=jjT

1EUW11i 

8
5
2
1午
前

9
崎

h
A学
V
と
こ
ろ

』

告

品

g場
面

い

曾

Z

同

i
i
iー

さ
ん
A

空
jd

一
丁
生
ハ
三
回
一
ヘ
(

-
母
子
福
祉
会

匂
子
・

E
の
お
母
さ
ん
の
・
ぃ

『と
6
側、主

』て

2
1
1
1
i

E雌
T
q
f
z
z

f
i
a
t
t
I
 

s
i
i
i
I
 

守

4
1
u休み

:

@
a

，mmawh句
【
-
R
E
・
轡

-
函
聞
の
・
ぃ

(
掬
益
会
)

1
1ル
E
H
耳
E
の

?taeaLEa 

-
g
i
s
tて

い
2
ず
傍
，
事
峰
の
砂
6
・
加
で

8
2
A
Y
 

と

e
:毎月
e
m
2
H
噌
H
ケ
後
1

・司、
3

・
-
と
こ
ろ
】

総
trm'艦
セ
ン

'
l

{同
4
一立町
v

-
-
い
合
わ
笠

岡
を
J

・7

4
-
r
a
a二
V

ヘ

" 念 e 

-

「
子
ど
も
の
日
」

線
料
相
鍛

2
2
k会両
3す

S
A
H
I
+
 

A

・8
1
?
z

f
i
i
f
 

e

，e竃
属
で
側

a
g

I
z
-
-闘い
官
省

!
"
会

g

l
一O
一
九一ヘ

-
更
生
保
簡

『
ひ
ま
わ
り
テ
レ
ホ
ン
」

量

zhにき
た
人

Z村

i
i
zを
き
る
ヌ

め
保
書
叫
が
鴛
説
相
厳
【
宮

一O

L
0
0
0
一
金
行
っ
て
い
ま
す
の

鋼

眼

巳

毎
週
火

白
木
土
曜
日

午
a
m
i
-
-
1
‘
時
一
健

He除
〈
)

-
vskシ
ン
フ
噌
三
一
ッ
タ

ア
ン
ヲ
ン
ブ
ル
定
期
演
富
男
舎

と

e7
1
5
"諸
U
問
、
織

2
時

-
と
.
、
各

自
文
.
支
他
セ

2
1
a

i
t
-i
 

i
m羽円

・
闘
い
曾
わ

U
M阿
国
一
山

陽

ref
-五
o
l

。。一
h

l
五

人

UA

一
へ
勾
、
，



-児童手当の申陶

争豆旦皇皇蓋盆主
所得年再まが恋わります

.~' 5月例1前から児童刊の"‘R止なる所得年賓が前年の耐
偽(平成"今中所得】に愛わります

制する可錐tt~，1;.るの i 判，受けでいいi人や以前惜し

て所得制限鉦値過などのfめ却下，怠った人{.， 6)Uらは処童手

吋..げるc，ヒができる喝合もあります

争宣給対象が.麓務教育就掌前の

ljp童Ii:;:置で拡大許れます

岨刊誌の改正にH 川~."， ¥¥'.a刊の支給付肺酬
."献歩前の見定{平~.. 事4月'8盆，.以降の兜貧"までまま
kL， 6111遣するM以後の綬"に迎える'"分it'T"唱を受ける
】とができるようiなります

."  リ巴』量子当の支給"翻 (filf-'2f-はTA削爪第3-(-以降
1:110，附}や所得柵剛劃四十rのとお"ですb

争直蓋圭鐙
兜宣手当を安鎗するに. 必..硯手線を行う必.b'i15ります.
，;帽，，，刑判人(，1:. I付制児童認または柑M--l:/I:-.刷
酬で中舗しで(te，子ぃ.所得制酬醐嶋崎周)1<横山
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る人を対.，と月1園¢・健闘績

を実施していま..地暖の人たち

と"れa比'.がら蕪しいひとと
明過ごしE閉山ワ
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前偉大学乞昔話股綬の上側E・置きん 司巨大.脅畏の上
司オk・3んによる鶴清があ句 会場，概め1，(<した
7知人の剛容は 儀後£で保.(.1:11さ入町 窃良に<
を省守ているようでL佐e



北畠儲混斯包71.1017....揮Aa93-0001 "鎚5tt・面白S凶孤Aa44.1001

1
i
i
i
 

S
E
A
r告
で
市
高

E

認

守

仙

醐

e
k
取引

hrN

gし

へ
-
多
い
鳩
合
は
抽
畑
道

ま
?
と

Z
F

‘M
I
nか
'he

t
-
L
R
 

-
V

鋼
・
・
司
厨

川
櫨

F
前節輝一

・2
1
a一

-'
市働側置司・

mm錦繍
霊
(
旧
市
鶴

-uu，.. 
翌

i
z
j
i
g
 

-'
E
大
・
蘭
民
面
g
'理
・
報
帰

{mp宮沢
-n

k
a
T
-
K
E
Z
Z
V
 

;i

i
 

a良

-mk肉
'nR

-JR.
‘a・・辺盛"圃
RA川
JR併合
民

駅'・
a-
2
公

v
i
t
-
-
E

T
理

lZL
官

f
f
a

t
-
u
f
t
h・

A
t
u
命
耳
喜
望
。

圃
こ
ど
も
工
コ
ク
ラ
ブ

園
会
員
募
集

身
近
忽
覇
欄
，
.見直
そ
う

環
境
庁
が

Zし
ま
す

Z
品
F

つ
い
て

Z
E
S
?マ
主
め
て

Z
ゃ詰

Z
ぃ

4

2品
会

i

:
プ

R
A
t
s
A

け
と
会
る
-
-
5
l
ス
レ
'
ー
を
梶
L
Zす一

i
7
M
A
G
-
E
F
 

L
i
t
h
-
-
R
m
 

・EL
f
-
-の
で

2

2
角

Eど
で
加
入
し
て
〈
だ
さ
い

Z
小
平
L縫
入
、
犯
人

E

m--プ
入

品

2
2
31，

l
-
が
伝
費

-.
，
M
刷

q
v;;
県

"

--
闘
同

?
?
z
i
--B
 

i
z
-

催
し
• 
教
室

hhdiiiilijjd目立誕生ijg
I}g J ~ IO AP、文句f!Jす t-t1O __26*リ ー-， .・()Zl'!l申

立寸評 22iiiiii!;ii;il!!??F
f1¥1 "'-" IIS"" ゆ ン 1ド12入手ζ

醤川町::iiikiiru 
-R

F円

--u込
み
】
作
観
情
“

bum-n御利
ヨ

i
f
-
-
t
a
 

i
?で
5
A
t

F
T
=ーへ

tt

f岨有

限

旬

同

Z
E
E旨
2
2

If--

圃
由
労
者
組
合
宿
鉱
セ
ン
タ
ー

・

5
ii

-
晶白書留町一一
;
t
E

取
-
-根室
A

カ
ラ
-
4
ケ
壇
場
〕
と

e

E
2
H
A
N日
2
2曜
日

長

6
崎
学

8
時
半

7
4

--
定
員

調
人

住.‘
H
'舞踊
幽

R
7Fm円
(
段
付

-
E
E
 
m-g冒
a-a
A初
a，@
日
傭
契
金
冨
)

と

eili---

u
i
?
?
":
E
 

mAsh-鋤
a・d町
--
費
回
料

aRfmm

N
i
-
-

ヱ
ア
ロ
ピ
タ
ス
・
願
書
と
奪

6
川

?
H

an--Hの
毎
淵
本
剛

H、健
6
附
す

-a嶋・
陥

H
-vz-m
m人
令

鈎

bd円

.，

.a'a?ー
3fmm円

百
年
金

位
衝
は
が

a
長

Z
作

街
、

2
5
f
t
t
fて

sm附

H
tで
阿
セ
シ
タ
1

へ

IE

A
I
堅
守
@
尚
一
コ

L
E
E

t
-
f
f
z多
L
場

AHUz-

-
写
真
美
術
館

-
L
i
g
-
-

:

!
;
一
一
一

零
事
A
門

M

・

3
Z
R
t
f
E
E
S
 

白
書

l
1
2
T
Zし
ま
す

と

e
aa
・5"UH山
nH明
5

?"品、
E
t
-
-出

凶

崎

、

.3・"-附
点
機

UV
作
品
情

'
e
n
u
-
-1崎

4
2

i
zと
E
P
U
E
R
-
-

f
i
-
-2
 

2
Z
4
2品
t
i号
で

い
る

A
2
2
;
7
i
z

i
A
m入
。

・

t
:
緬

'H
R
'z
::
 

s
u
n
H初

E
S
f
，

-
レ
〆
ズ
付
8
ヲ
4
a
b
ム
ほ
4
可
艦
暗
記
附

鳳

;

ト

E
‘u-Et7

4
ム
昼
食
を
各
自

Eι
て
〈

E
い

，.し
E
a
必

往
復
は
M

会
ド
ド
鵡
宙
町
名
作
品
閉

;
!
?
i
 

特
急
4
g

・
L

て

S
H
日
目
盛
綾
で
開
舗
へ

在
仁
人
守

t
1
u州
遺

園
忽
己
ま
ち
子
ど
も

園
ウ

方

l
ク
ラ
U
l

t
i
-
-
i
 

S
A
R
I
9降
、

d
t

t
E
t
l
J
i
t
r
 

R
7
4
・E
2
1
a

z
-
t町一
T
1
4
7ル

穫
し
い
ク
イ
ズ

t
終
え
舎
が
ら
な
ら
童
九

品
干
る

E〈
ら
い
の

7
2

寸

a
R
7
f
f
H
Z

慣
が
ゐ
旬

2
す

'
錦
織

4
学
生
揚
人

【

1
3
t
u
E
R同
作

}
VZ

:
t
a
z
z
しま

U
H
F
-
R
C
仁
住
所

2
2
f
 

・7校
名

争

奪

保

a・
仰
の
鴨
包
含

・
い
て

S""

U
6
・
で
岡
瞬
間

一-Y
嗣
町
駅
持
』
町

-

七

人
一
O
】へ一



二条浪路南 了目1-1・"匁§ぜ子630-6560市輔副4.1111拘

i
i
i
i
 

量
5
2
2で
F
E
E
-

i
i
E
i
e来
た

し

て

も

?

ど
も
会
誌
の

2
2ざ
し
て

wt

j
i
i
 

ド一ゐω ー恥/=事4 芙)zF ， 古さ/ 占量1
と

" 2‘ Z渇 官雪

面

E 
理

← 

Z

SE
の

E
2
2
7

2
;;
Ei

:

 

2
2
H
2
5
6
H詰
糾

Zし
ま

は

す

に

寓

君

臨

氏

包
催
都
笹
川
げ
を
悔
い
て

5
川
回
目
ま
で

に

Z
Z主
Z
言
語

Z
Z

〈
わ
し
〈
は
開
現
へ

園
自
開
薮
内
人
に
怒
ろ
う

園
青
年
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賓
障
セ
ミ
ナ
ー

4
i
s
iた
ち

が

品

i
i
i
;
2
i
 

y動
け
す
る

E
fン
テ
ィ

;
E寸

る
た
め

l
闘

i

一旦" 含u-jtg 1/ 1 fM五 品1γ tH視AJ/ 1， 5 4席F目士指/ 8 ドー 令t1JH2/? 3 相園"ょ口/ T 調目2白/6 慌同‘d士d』 / L6 O 4日k】-u/Zs S 
と

雀" ~.ノ‘ 
" " さを

E T 
一&

調E ・・・・".主司E・E・ド壬司aE4 1 量~子宮~・­

jl | 
ト“たなl<tた"コンサー

~近醸嘉宏ピアノのタベ~

隊写6月に大mーんでオー
ケストラ出演し晴間

治ぴた人気の若手ピアニスト

がソロで登・します.
夏唱し、夜間蜘阿

るガラス張問fトルでク

ラシック喬楽σひとときを楽
しんでくだ乱、

lと告17111111昨後7時

lとこるIなら'"写会館中ホル
Iλ 喝網1A¥t'J，OO)(I]. B席1.0001']
l入場券15 11 6【i山から阿.史勝文化セノ少 な

ら'"セノター チ今プトぴあ{含06-6

363-9999) ローゾ〆チケヲト，."

~ - 6387 の I 9 0 0)で S月.""引か
ら商都北部品傑所で鷺完

I飢1合わ包1開館(条寓崎町 包 34-0100)へ.

E
自

続

可

:

ス

ト

代

は

司

4aに
は
簡

f
l
it
-み

電
話
で

5
H
m
n
s
i
Z
E
S

ヘ
多
量

5
2

園名
勝
大
乗
院
庭
園
立
化
館

-
j

R
干
一

:

一一早
O
八

R

m
aに
す
む
野
島
眼

i
犬
最
院
庭
園
を
週
高
嶋
a
t
l

5
川
m
M
か
ら
の
パ

ー
ト
ウ
4
1
ク

t
あ

わ
せ
て
聞
き
愛
す
・

とを一

SH7H叩
11
6
月

H日
ωγ
前

品
4後
5Rn骨
量

z-

m
v;;

無"
ぉ

z
s
stHW午
前

H

T
q後

3p
'E
T
E

策
挙
;;湖
町

年

4

・5
戦
者
・
2
1

食
符

uf!H釘
組
問

--
申
し
込
み

は
が
企

』

?

?

名

住

所

氏

名

z
f

E
H
官

官

2

・
h
で

5

2
2
2
Z
Z員
E
ヘa
多

い
場
命
は
繍
弓

〈
わ
し
〈
以

阿
縄
へ
・

一
葡
づ
く
り
諸
雲

と
を
と
こ
る
宇

8
月
初
日

ω・
丙
侮
公

民
館

5
M
幻
門

T
E公民
館
い

{午後
1
崎
、

5
時

VE
各

鈎
人

，
内
曹

人

痛
め

t
t
E



1包廊樹彊照会71-1017 東観樹彊所曾93..0001お知5t主・酉節出彊斯n44-1OQ1

圃
母
子
掴
世
セ
ン
タ

圃

平

話

一

i

圃

宮
六

iil
歪
喜
一

母
子
家

a
E
f
Z
型
?

と
梅
干

6
月

4U間
午
傭
色

、
3

軍

5
2
z
-
E

l
i
-
z
 

i

i
阜
の
り
と

さ

一一=
一

fAa綬
ヰ
ま
で

}mm人

4位、

E
費

者

Eし
ま

ー↑誌

は

が
き
に

z
f
E包
古
毛

i
i
i
i
 

で
判
断
へ
多
い
場

合

は

富

圃
ザ
ン
・
ア
ピ
リ
テ
ィ
l
ズ
奈
良

圃

守
j
j低
左
京
主
了
角
望
一

一

:

i

z

i
一

障
上
積

z
i
l
a
t
-
i
 

?

?

凶

る

と

と

も

E
r

aス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
刷
け
て
普
し
ま
す

と

e
jFD月
11UHの
場

4i咽臼
vr必
鴨

川
町
、

E18H
'z
z
t

k
の
知
的
障
が
い
兇
符
泊
人

V
絡
をD
白
剤

KR
・

-

T
-替え
付
け
の

申
し
込

A
Z
E
-
-
3ミ
リ

t
Z
2
2
H臼

E
f

障
が
い

m
Z
E
R
E
-
Lで

5

月
初
日
必
谷
で
岡
鵡
F

多
、
漏
A

は
錨
迦

園
一
時
古
福
世
セ
ン
タ
ー

-
f

i

--

-
z

i

p

i

 

i

j

lHF3M 

ωnH爪
17"6H刷
守
倹

t防
ft

t
5
M
i

f

f

 

-自

作
umEZ素
焼

き

塁

衝

付

高

き

脅

し

2
陶

s
f

酌
術

a'
'総括
貧
守

却
内
砲
由
度

パ
ソ
コ
ン
採
草
と
零

6同
6uωi?

quaMH側
円
日
制
宇
鵡
泊
時
、
止

午

6H
'Z
キ
ー
ボ
ー
ド
の

f

f
Z君
事

Lf人

'g

E
ノ
ヲ
土

7
U
2
T
S

3
2
VE
R
E
 

--
一噂
luる
み
】

は
が
き
ま
た
は
L

モ
ン
タ

1
・

Aけ
の
中

Lf
m
R
2
2

4
E
7
3
i
f
障

が

、

の

自

E
S
2
1日

t
E
?
?へ
陶
五
百
健
常

事

、

名

の

み

喜

で

の

剛

L
t可
多

も
習
は

2
i
m
z
;
E
 

E
f
-
-
2
2
 

署

内

容

Eと
め
て
文
京
に
し
て

2

の
文
?
で
書
、
て
伝
え
る
も

E
で
す

《
墨
砲
踊
座
V

と
を

6H3Mi19

1
u毎
週

t
骨

量

川
崎
、
正
午

E

nnH
8川
SU
ロ
日
は
体
様
)

'

E
f
m
m入
品

t
h

，
惨
加
斜

テ
キ
ス
ト
代

LEしで
別
川

AZm踊
塵
V

と
を

?6M6日
開

7N6日
制

泌

日

制

9M6日
給

ha

目
的
半
前
崎
将
、
午
後

3"
'定
員
7
a

z
z
r
f喪
主
草
験

lE
K

Z
T
6
4
4
'g
 

t
z
iつ
い
て

Z
T
E
S

i

z

e

j

t

 

t妓
T
Zの
Z
'Z鞘
テ

キ
ス
ト

t
r
E
J
H姐

【

T
E誌
は

が

き

に

臣

官

長

E
5
2
s
tの

型

は

そ

の

E，
い
て

5H初
日

t

B
f，
ー
へ
・

f
場

合

品

還

-
と
視
し
星

島
に
つ
い
て
の

E
Tキ
に
岡

Zピ

t鑑
賞

閣

S
F
R
I一

と
き

SH
MHmhf

後
1
時以

v
'と
こ
ろ
宇

佐
令
樋
祉
金
ン
タ
l
内
勝

島
の

a
'定
貝

剛
人

，
.
，
鋼
澗

無
科

V
申

し
込
b

は
が

S
に
役

所

氏

省

主

Z

信
号
隙
が

5
4
自

E
S

2
5
M
m2
4管
理
セ
シ
タ

f
内

宮

の

空

空

l
O七
仁
三

C
へ

5
2
t
s・
多

L吻合
は

司

一
デ
ツ
サ
ン
能

E
E
F伺
貸
し
て

tお
う
と

2
1貫
目
高
iす
篠
宮
の

4・んu:，で
も・-'JヲLiL'

"豆し，m人砲を守口心・
b'で批たかい¥1tJ'lJSいっぱ
いに怒っても'313うと開埋ま
'・今回主 『子どもの人樋J
に丸、てをえます.

固
め

i
y
i
i
:

同
で
論
じ
る
3
7

，
ザ
ン
健
の
魅
貨
の
は
比
か

1
1
E
iコ
l+l?

あ
町
ま
す

と
を

6H4同
日
午
前
の

u
'
F
凶即時

午
後
の
侮
H
1
防

・・
と
と
事

む
ら
ま
ら

f
z
z
f町
)

V
出
演

穫

術

館

管

「

E
{
2
5
2川
察

医
山
問
実
瞬
き
ん
ヂ
ソ
ザ

ン
能

『
婦

A

A

せ
み
ま
る
と

Jaaシ
予
方
組
揺
さ

ん

E

，
.疋
蝿

特
崎
人

V
ス
・
伺

無
料

z
a
-
-
i
z
 

E
f
午

前

午

後

自

主

h
で

ち
月
初
日
必
着
で
問
財
団

(Eγω町
片
}

町
十

-

e
t
1
八

-o
v
へ
戸
1枚

に

工

限

内

多

量

立

書

ときとこる 5112711ω

，町9・等学一-"狩“分=t..:ら
童九七/ター{東"体町)

，後 1的事、4・争附分=荷偲
公民館 (7掴Jt-_l目) 惨
内密ー映陶 r~'A ばって、き
まっしょ、 J(映 子どもの
人織を考えるパキル腐 .. 

員一刷会渇とも，目先"00人・・2園料 集約 砂その
他 託児所. 旬(精'i'!l'í 115 i! 1 9日までに市人科医昏~" ;ンターへ

申し込み).~院での来場"進"'でくどき，'. 
【問い合わttl市人制量脅発.ノタ (ft 7 2ー15 1 0 1へ，

zt 

陶シアターで"特色車時ん悶闘できるよう棚田金コン
トト同日日し川開叩l!:L.，.Zl澗

"1紬凶~~H



務大路繭丁目，-，・お矧5tき子630.8580市役所包34-1111何

i 1dlEigii;2112E-FHmzzil s iH胃
〈zも2宝石宮両mE12R42守z三品一i入量氏TE-E「 :076なS2玉在
'c!~ 長-r- 'r ルそT7t目"1!!f'Ii苛1FJtqE で仇 轟 1，:! !! ..宇 143要?EIV 

5122作日指針!?i崎山ii;量三日一 一 -tt露関電fuii!ifL11市滋アJ1:i雲
間前 一 日 ~ .鋭が ー …へ一 刷 .::f!5iきーらや

修
験
.
子
育

品
誕
の
若
や
緩

E
-
r

2
・
直
君
主
じ
で

f

い
初
値
と
稽
か
な
伐
也
簡
を
令
ぷ
こ
」
と
が
で
き

ま
す開
館
鶴
岡
守

午
前
9
時
干

Y
後
‘
"字

Z
E
4
2
Rのみ
繋
予
約

zi
-
-合は
Z

勝
目
一
制
口

圃
再
就
職
を
肴
望
す
る
女
性

園
の
た
め
申
講
習
会

ワ
ー
プ
ロ
と
パ
ソ
コ
ン

S
6HH

目
、

7n
wu
E育
、

金

曜

日

γ
?

"
干
1

1

T

後
3
時
半
，

u
H

'
と
こ
ろ
宇

E
古
車
l
r
ス
セ
ン
タ
ー

面

t

町

}
E
m
z
"の
崎
市
で
置
に

遣
し
て
い
な
も

fmT
-s

太
郎
に
よ
る
文
待
作
成
伽
島
三
ク
セ
ん
を
倹

z
i
i:
E倣

"
貨
は
自
己

n糾

--a
帽
し
込
み

5
月

日

崎

川

の

1
幽岡山習
時
す
i
1

午
後
3
時

?

に
本
人
が
船
内
切
手
の
貼
q

た
遜
臼
制
定

綱
引
対
偽
を

neLて
料
セ
ン
タ
ー

(術品小注

町
エ
ル
ト
ピ
?
血
液

a
g
ご

l
ra
L

5
5
7〈だ
さ
い

ス
ポ
ー
ツ

一
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
開
放

5
p
i
s
s
川

河
日

ω宇
崎

9
時

t
Jr
1

V
後
l
問
、

4

時
一

f午
前

9
1
1
1

、2時
)

--
帽
閉

内
mahmM
の
あ
る

人
は

Zし
て

L
5
・2情

書
館
二

l;学
問

し

て

く

E

い

Zの
ク
ラ
プ
詰

で

at-

-z
ぜ
ん

'm
u
e
b包
同

館

{
包

一同

E

Q

)

への

公
民
館

里
民
館

E市
へ
の
巾
L

込
古
詰

は

f長
官
作
所
氏
名
(
ふ
り
が
な
}

F
Z
E
f
T
i
 

A
2
5
2
;
?牧に

人

12
f
f
z
s
"は不

事

-
R脊
交

awは
円
己
負
抑

園
畳
美
ヶ
E
公
民
館

圃

品
闘
中
華

E
T自
一
六
一
生
ハ

-
z一一
T
B三

主

政

重

と

el
l
-

川
町
引
の
第

2
火
曜
川
、
前
叩
凶旬
、
止
、

一83
2
9刷

'Z
T
K

E
人
'自

f
3
盈
L
会
っ

て
今
日
の

g
fj

sり

E
P
M
M
叩
日

高

幽

者

恒

三

ナ

と

e
e
H幻
U

H
M
M
Uの

T
?金
曜

日

両

市
崎
、

f
E
"は詰】
a
A
vz

zzfzkの首
以
上
の
人
"

人

'E
L
tろ
主
骨
量
じ
て

仲
間
つ
〈
り

=ao
i
t

童
話

Z
E
;

ー

2
2川
自

の

有

給

i
T
-

9
時
、
守
後
3
時

(
B
Hは
休
姐mvp
S
H

E
-成
人
知
人

vg
t
史

跡

g
t
z紛
れ
品
の
ゆ
を

E

し
て
仲
間
づ
く
り

!

5n
w

z
h
i
aと

;I

Hhi
i
f
i崎、

E
t
a
M
泣
き
a

凶

H

V
E

i

!?i!iizRE♂;:Ei!iiihil;iHighHz;ii 
ii!T111持軍警fiiifiii;ii!Eiij;;142ii
s;ij!?iす;liitiiii!E『ihy「電設内

? 主 計f itU04JIV言動いi



j叩嗣71.1017'使節出廻F荷宮93-0001 お知らぜ・西郷凶畑P瞬n44.1001

円 3と を22.官8221TZ富山 l 山 7h2 M ' 
iiT?りを伸一日目AI?そT自ら:iiti?持;ifhafii
iii!;ihtE iiii1;!ifzfpili!?ii11;!?t 
iiiiiilir?i;ii轡静 ti!??ihi 
E人zsiE3 VE TS 可ミ滋L ttU11 E4 
1手、， 、iす 祭 切 小筒 11 ~ 町、J1<~ 側一一
ん眠 " ・A 'l 害時 ι … 吋火、v 時勝 。

E
e切
り

5

月日。

6 ; . . 3 2 
4a、，罪俗肉t テ4片~のK靖S良得t 針ぬJR 。，a. e E 

'の. ，E 守
マ

圃伏
見
公
民
館

-
E
故
知
町
一

鎗
草
食
毅
章

第
縄
的
un法
を
テ
ぴ
舗
〈
跡
前
L
さ
と
仲

間
づ

i
t
z
tぃ

4
1
2
4
T
A
M
E
 

"?竜
u
E
日
長〈)午繭

9
持

苧

H
時
芋

7
M

E'定
員

成
人

犯
人

'
富

市
川

uti
--給

旬。
s
"
n
H
一選
挙

山
野
草
提
訴
句
会
璽
歪
宮

詰
込
め
て

1
た
敗
色
珍
し
い
器

i
f
f
F
 

S
I
NH-
9
F
2
5
 

時

マ
申
し
込
ゐ

不
要
・
吋

n
a
m同
銀

奈良の世界遺産をめぐるせいぷハートフルコンサート

「茜衛策慢の文化問J として笹界温盆 I~e銀

之された社宅や平穏密室，.どをあねます.
初夏の話量悶 マりンパソプラノピアノに

よる奏しし官明しんでく白 い.

.奥 多0人 ・，惨加調 ・医科 "闘"し治ゐ 往復

はがきに伎1崎氏r.Iふ"が'-'1 電話.す..いて
5 仰"刊で中央，，~~t院刊](). sns 上三条町 2

3-! ft26 6506)へ.多い嶋合は '" 
"日午即時から同町畑抽選

.n A 11・.到の中班弘、λ

"ν"伺]，"山同州写真康文化史率制川忠引

11116場 l車人'

陣

.倒."凧.肢の縛"・5バ

~.IiI ~_lt l! fl 1t同時司F ・..・
量削鍋息開錦眠帽酬じきん

"'̂ '"""""眠鋼生径の字削肺3ん

開時銅後身・"・の岡山崎."きん

a 

7/6~利 '.納短.，

ととろ

" ，欄J興補ゐ

'"句，]春日大怯

"ノ2帰1平縫官2・
A喝

E 

6 

7ノ"欄 ].・・8

7 

理聖と闘

E 

3 

と 聖… 6!]3rl.c幻γ後 s時一7時
・ととろ 両‘f民館 砂出演者 マ

リンバz 上関越lUさん ノプ"宮A
'"俗子ちん ピアノ -111薦制 f-i'ん
・閤目 「司険制"離-1-);;人Jから(プ
ノチーニ} ハンガりー健闘第，.，プ

ラームス) スタリーシ 、"--;.-ツタ

{風と共』玄旬ぬ {ド線と<.，ヲ"
ほか} ピートルズメドレ- II-l'のヲ

λ{盟.の.メ ドレー 置のうたゆか)

四 民一周人 ..組側 剛 惨申

し込み 往復ばがきに催し包 巾しる

み符の住所と命守符令"の氏名{ふ句

が会} 年齢 ‘“・'}を.'て '" 
1611刊で西部公民錦町1叩 争

開花 1"1114 ft4i-OIOll 

A ・多U鳩合IJllkfl ，興$怪砲の it!J.嘗さん

時間惨いすれも午後1崎学-，靖学

12/7規加l疋興み8 



-市役痛の密福相.. 

困ったときは買軽に相談してください

市役所の告種相
色分野の専門家が み忽さん ¢相 ""こ応じます. ，目霊安 手無料 秘密は厳守しぎす.

忽お姻桜臼怠祝Bを除きぎす.

活律相畿(予約制) 行 政 相 般 財務 会計相模
と晋 .掴"車曜日午前日時、正午、干 と曹 悔週第 ;火曜日午植I時 と曹毎週第 1. 3 IJ圃日下前9時

笹I時、4時"匹， ;舟曜日は骨骨町み，，、4時 .ところ l制宜所行政相量軍 一正， 争とこる 市"南市J~相品皇室

'と"事担南市民相函壷 炉内容 証楠 ，内曹 [到 県 公"など町仕事lょっ ，内宮 F骨骨醍 醐与割.どR柑割に

に闘する相韻に#聾上が正じます{ 人加骨}いで町内"圭仁村政相槙目が応ヒます 担珊士が庄、Eます{電話も回;fl 惨闘

'申し込. 相品目町1週同首から電話で以 (電話も ." '問い合わせ 広報公開 い古わ世 広相公聴毘へe

帽"，8"へ，定Hにな町，樟樟酌切帆 習へ
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